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岩本 唯史
建築家。株式会社水辺総研代表／「ミズベリング」ディレク
ター／水辺荘共同発起人
水辺をテーマに2004年から活動し、2015年に（株）水辺総研
設立。まちと水辺の関係を問い続けている。2017年第三回これ
からの建築士賞受賞（東京建築士会主催）、2017年まちなか広
場賞奨励賞 （稲城長沼駅 高架下広場「くらす広場」）
2018年グッドデザイン賞金賞（ミズベリング）
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境界・領域があいまいな場所

人が本質的に引き寄せられる場所

「ミズベリング」からの流域連携
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「ミズベリング」からの流域連携



昭和36年当時の隅田川
資料（（財）日本ダム協会HPから抜粋）

8

河川の汚染 ～高度経済成長期～

「ミズベリング」とは





10

管理された空間
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「ミズベリング」からはじまる未来



埼玉県 秩父市
ジオグラビティーパーク

ミズベリング人材とは 20







越前市、日野川河川敷
おしゃれなリ・BAR





















公金ゼロの水辺のイベント



若い経営者たちが
まちを盛り上げるために
やっている



ユーザーの
本質的なニーズに
寄り添えるのは
行政にはない、
民間の最大の強み



行政にできることと民間ができることは違う



大阪市 北浜
北浜テラス

ミズベリング人材とは 37







民地河川（公有地）

民間投資



北浜水辺協議会「北浜テラス」サイトより





新潟市 信濃川
ミズベングアウトドアラウンジ

やすらぎ堤

ミズベリング人材とは 43





サンセットカフェ



水辺アウトドアラウンジ「やすらぎ堤」



ミズベリング人材とは 47



ミズベリング人材とは 48





名もなき
イノベーター、アーリーアダプターたちが

輝く舞台を



「ミズベリング」からはじまる未来



魅力はあるのに
なにもない場所

ゼロからなにかをつくりだすこと

「ミズベリング」からはじまる未来





受け身の姿勢

お上意識

主体的に

ローカルが主役

トップダウン 協働連携

組織 チーム

上下関係 コラボレーション

秩序 創造性

つくること つかいこなすこと

説明責任 創造的対話

「ミズベリング」からはじまる未来



社会実験
「ミズベリング」の越境的思考



社会実験は、地域におけるにぎわいの創出、まち
づくりまたは道路交通の安全の確保等に資するた
め、社会的に影響を与える可能性のある道路施策
の導入に先立って、関係行政機関、地域住民等の
参加のもと、場所や期間を限定して当該施策を試
行・評価し、もって新たな施策の展開と円滑に事
業を執行することを目的とするものです。

社会実験とは

https://www.mlit.go.jp/road/demopro/about/about01.html

国土交通省道路局のウェブサイトより



社会実験は、ある目的を達成するため、社会的に
影響を与える可能性のある施策の導入に先立って、
関係行政機関、地域住民等の参加のもと、場所や
期間を限定して当該施策を試行・評価し、もって
新たな施策の展開と円滑に事業を執行することを
目的とするものです。

社会実験とは



「ミズベリング」の越境的思考

“にわとりが先かたまごが先か”

解決するべき
社会課題を
共有する

解決する
手法を検討

社会実験 検証



「ミズベリング」の越境的思考

“フィードバックと成長”

解決するべき
社会課題を
共有する

解決する
手法を検討

社会実験 検証

教訓教訓教訓



「ミズベリング」の越境的思考

“フィードバックと成長”

解決するべき
社会課題を
共有する

解決する
手法を検討

社会実験 検証

教訓教訓教訓

誰が教訓をうけとめて、
誰が検証して、

そしてだれがそれを活かすのか



ビジョンブックP3から

ミズベリング人材とは 61



いま世の中でおきているパラダイムシフトについて

いま起きているパラダイムシフトについて



無責任にだれかに任せてきたことのツケを
はらわされるという事実

=他人事

いま起きているパラダイムシフトについて

グジバチ,ピョートル・フェリクス
プロノイア・グループ株式会社代表取締役、株式会社TimeLeap取締
役。連続起業家、投資家、経営コンサルタント、執筆者。ポーランド
出身。モルガン・スタンレーを経て、グーグルでアジアパシフィック
における人材育成と組織改革、リーダーシップ開発などの分野で活躍。
2015年に独立し、未来創造企業のプロノイア・グループを設立。



いま起きているパラダイムシフトについて



「国土の長期展望」中間取りまとめ
（平成２３年２月２１日）

いま起きているパラダイムシフトについて



平成29年版防災白書 附属資料8 自然災害における死者・行方不明者数
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いま起きているパラダイムシフトについて



• 前提としてきた環境そのものが変わってしまったこと

• たとえ、技術があってもうまくいかないこと

• アイデアがあっても合意形成がうまくいかないこと

多数の人間による意思決定の問題ばかり

いま起きているパラダイムシフトについて



合意形成・・・・

いま起きているパラダイムシフトについて



道路政策ビジョン 道路局中堅職員の提言 1 ～このみちの先には、つながり、幸せがある～

いま起きているパラダイムシフトについて



無責任にだれかに任せてきたことのツケを
はらわされるという事実

=他人事

いま起きているパラダイムシフトについて

グジバチ,ピョートル・フェリクス
プロノイア・グループ株式会社代表取締役、株式会社TimeLeap取締
役。連続起業家、投資家、経営コンサルタント、執筆者。ポーランド
出身。モルガン・スタンレーを経て、グーグルでアジアパシフィック
における人材育成と組織改革、リーダーシップ開発などの分野で活躍。
2015年に独立し、未来創造企業のプロノイア・グループを設立。



じぶん事にする
ということ

いま起きているパラダイムシフトについて



内的な問題 環境的な問題

じぶん事にする
ということ



やる気
キーワード

ミズベリング人材とは 76

未来へのヒント



やらされ感から、

自分の能動性へ

未来へのヒント



やる気もってください

ステークホルダー あなた

未来へのヒント



http://social-studies33.com/2016/08/16/ラーニング・ピラミッド-とは？/ よりhttp://social-studies33.com/2016/08/16/ - /

©株式会社水辺総研





「じぶん事にする
ひとたち」が
活躍できる機会

機会をつくる 機会に参加する

未来はどういう場所になることが予測されるか



「じぶん事にする
ひとたち」が
活躍できる機会

機会をつくる 機会に参加する

未来はどういう場所になることが予測されるか

自己決定権の機会。合意形成の機会。

社会がよりよくなることに参加する動機。

参加してくれた人々と、価値を共有し

同じ評価軸で評価してくれる仲間ができる





FLUSS BAD BERLIN 

濾過ゾーン水泳ゾーン 自然ゾーン









$100,000獲得



年間30ユーロを払う会員が200名

言い出しっぺ（ヤン・エドラー）

技術的ハードル
＋

市民の理解



「社会に貢献する
自己決定の機会」

が
楽しい



やる気
キーワード

ミズベリング人材とは 91

未来へのヒント



やらされ感から、

自分の能動性へ

未来へのヒント





https://www.kobe-u.ac.jp/research_at_kobe/NEWS/news/2018_08_30_01.html

・タイトル幸福感と自己決定―日本における実証研究
・著者西村和雄, 八木匡

いま起きているパラダイムシフトについて



自己実現欲求

承認欲求

社会的欲求（所属と愛）

安全の欲求

生理的欲求

自己超越の欲求

マズローの五大欲求

物
質
的
欲
求

精
神
的
欲
求

欠
乏
欲
求

成
長
欲
求



ステップごとに
「自己決定機会」を

つくる。



どうなるヨコハマ研究会

横浜の広範な都市問題を班ごと
にテーマを決めて研究した



水辺班

• ふつうのひとがもっと自発的に活動できる水辺
があるべきだ



ふつうのひと

VS

ふつうじゃないひと



水辺は、行政や大きな組
織がつくるものであり、
彼らしか使えないもの。

もっと自由な使い方が模
索されるようになれる。

• 競争がなく、いままでと同じ
コンテンツしかない。

• 時代に即したあたらしい使い
方や担い手が生まれる

• あたらしくできたとしても、
関わりが少なく、誇りに繋が
らない。

• あたらしい都市魅力になる。

“ふつうのひと”が使える • 意欲や活力につながる



横浜駅

大岡川

日野川
大岡川

中村川

掘割川

帷子川



SUP（スタンドアップパドル）

SUP

初心者講習会





水辺が近いまち



水辺荘はココです



水辺が近いまち

大岡川プロムナード





地域のレジェンド
谷口さんとの出会い



かつての黄金町・日ノ出町

出典：ヨコハマ経済新
聞



川の駅「大岡川桜桟橋」の整備
2007.3

出典：大岡川川の駅運営委員会



大岡川で行われていること
桜まつり 台船ステージ





大岡川で行われていること
鯉のぼり大会

出典：大岡川川の駅運営委員会FaceBook



大岡川桜桟橋

黄金町・日ノ出町の地元のひとたちが
市に陳情してつくってもらった桟橋



すてきな町をつくるために、
川に着目した
地元の人たち

＊現在は、一般社団法人大岡川川の駅運営員会と
大岡川Eboatクラブに組織変更されています。



桜桟橋を通した水辺のまちづくり

川の駅運営委員会が行う
E-boat体験クルーズ



桜桟橋

地縁コミュニティ

＋
テーマ型コミュニティ

つないでくれたのは、
BankART1929でした。



楽しむ＝自発的に参加する動機

楽しそうに見えるところに人は
集まる（アタリマエ）

人が継続的にあつまると
それがまちの風景になる

楽しそうなことには人が継続的に
やってくる



もっとも重要なこと



やってみせる、ということ。





















TIME OUT TOKYO の 「日本でやるべきこと50」に選ばれる









• 地域の地縁型コミュニティの活動には限界がある

• テーマ型のコミュニティが一緒になると、訴求力が増す

• テーマ型のコミュニティとは、ユーザーに近い存在

• ステークホルダーとユーザーがタッグを組むことで、継
続的にそのまちに活動が生まれる

• 今後の課題

• クラブ組織の運営の健全化

• 事業化

• 雇用を生んだり、地域のバリューがあがるようにする



もうひとつ大切にしていること



「フィードバック」



水辺での経験を
多くの人に、実際に現場で提供している

＋

水辺の経験から得た知見を社会にお届け







新市役所
予定地

水辺じゃん！



市役所はここに
できる！



市役所に
「上陸」できる！

水辺で打ち合わせは
いい結果を生む？

SUPで毎朝運動

着替えができる水辺で屋台ランチ



横浜市新市庁舎
デザインコンセプトブック
2015年



















水辺という公共財で活動することの意味

シン公共

今の公共

シン公共シン公共

ここをどうする？

活動で
心構えで
協働することで
対話で
新しい財源で



川に関心がな
い生活者が多

い状態

水辺のあり方
をみんなで考
えるきっかけ
関心が高まる。

主体性が導き
出され、さま
ざま領域に
その影響が及

ぶ



徳島市 新町川
新町川を守る会

ミズベリング人材とは















“このダムができたことで、下
流域にすむ私達は多大な恩恵
を受けました。その恩返しの
意味も込めて、大川村を応援
したいと考えています。
皆様、ご支援よろしくお願い
いたします。”



岡崎市の事例

かわまちづくり計画

QURUWA戦略

市民の参画

ハード整備、ソフト整備

ONE RIVER



岡崎市
QURUWA戦略と乙川のかわまちづくり

ミズベリング人材とは





https://www.realpublicestate.jp/post/oneriver/





岩ヶ谷さん「僕たちは5年間、まちの中心部にある乙川河
川敷を対象エリアとして、活用プロジェクトを行ってき
ました。ただ、これらを通して、乙川を往来するアユの
存在を知ったり、乙川の上流で森を守る活動をしている
人、川を軸にして生まれた岡崎の産業や歴史資源、上流
部で見られる息をのむほどの美しい風景など、乙川流域
に関わるさまざまな出会いがあったんです」















流域の石を使った
歴史的な土木インフラ
「石積み」を学ぶ
ワークショップ









流域で、感謝
や共感する
人々が増え、
相互理解が進

むこと

川に関心が
ない生活者
が多い状態



流域で、感謝
や共感する
人々が増え、
相互理解が進

むこと

川に関心が
ない生活者
が多い状態

若い人との対話を通じて、新たなアイデアが
生まれる状況を作る



流域で、感謝
や共感する
人々が増え、
相互理解が進

むこと

川に関心が
ない生活者
が多い状態

遊びを通じて、川のことを知る機会を作る



流域で、感謝
や共感する
人々が増え、
相互理解が進

むこと

川に関心が
ない生活者
が多い状態

運命共同体であることを、全体として関わる
機会を


